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平成21年 度 「福 井大 学 一 日遊 学in松 岡 」
～ガ ラス とのふれ あい～ 工学部技術部第二技術室
開 催 日
会 揚
企画担当者
平 成21年10月25日(日}10:00～15:00
医 学 部 講 義 実 習2F生 理 学 ・薬 理 学 実 習 室
山 田隆 昇 、 森 田俊 夫 、 福 田 萬 、 脇 敬 一 、 安 藤 誠 、 坂 口義 輝
平成21年 度 「福井 大 学一 日遊 学i皿松 岡」 が福井 大学 松 岡キ ャンパ スで上 記 の よ うに開催 さ
れ ま した 、技 術部 第 二技術 室 では 毎年 ～ガ ラス とのふ れ あい～ と題 して 、色 ガ ラス棒 を組 み合
わせ 、小 型電 気炉 で熔 か し込み ブ ロー チ を作成 す る ガラ スを使 った体験 コー ナ を開催 しま した。
前 日よ り第 二 技術 室 内で 、松 岡 ■闇■
キ ャ ンパ ス へ持 参す る 、小型 電 気
炉 や 除 冷庸 マ ッ ト、扇 風機 、ガ ラ
ス棒 等 を準 備 し、皆 で手 分 け して
車に乗せ 会場 へ持参 しま した。
総 務課 社 会連 携係 の方 に 医学 部
会場 の講 義 実 習2F生 理 学 ・薬理 学
実 習 室へ案 内 され 、「～ ガ ラス との
ふ れ あ い～ 」会 場 の装置 設営 や 受
付 準 備 を行 い受 講 者 を待 ち ま レた.
当 日は小 学 生 の親 子 の 方 が大 変
多 く参加 して くだ さい ま した。 午
前 中2時 間、 午後3時 間の対応 を し
ま した。 右 写真 の様 に、 ～ ガ ラス
しとの ふれ あ い～ の体 験説 明 を技術
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～ガ ラス とのふ れ あい～ の体験 説明 コーナ
職員 か ら指 導 を受 け、赤 、青、緑 、
白 等 の 色 ガ ラ ス 棒(φ8)を 短 く
{15mm)切って、色 違い の短 辺同 士 の リ コ め
を選 択 ・組 み合 わせ 、 ス テ ック 固 …→
形 ノ リにて 、色 ガ ラス棒 同士 やセ 騨 一聞 ■一 捌鴨融
ラシー 廠 に固定を行い、アルミ 夢ー 剃
ナ耐熱板 に載せて、4～粥 を右写 ξ7コ .
真 の小 型 電気 炉 内に セ ッ トします 。
小型 電 気 炉 を900℃ にセ ッ トし
ます と、約15分 位 で900℃に到達
し10分 程 で加 熱熔 融 してい き ま
す と、異 色 のガ ラス棒 同士溝お 互い
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?
?
一61一
溶 け合 い丸 くな りなが らきれ い に混Oり 合 っ
た2色 、3色 ブ ロー チが 出来 上が ります。
小 型電 気炉 内で ガ ラス棒 が熔 けて い く様子
ぶ わか る よ う電気 炉 の遮 蔽 ドアー には小 丸 窓
がつ いて お り、小 学 生 の方 々やお 母 さん、お
父 さん方 まで 中を 覗 き込 み 、ガ ラス棒 が どの
よ うに熔 け、 丸 くガ ラス ブ ロー チに なってい
くか を、 じっ く りと観 察 され て感動 され ま し
た。
小型 電 気 炉 内か ら丸 く嬢 融 した きれ い なガ
ラス 玉ブ ロー チを載 せ た ま ま、 アル ミナ 耐熱
板 を ステ ン レス ピンセ ッ トでつ かみ 引 き出 し
右写 真 の用 に除 冷マ ッ ト状 に5個 のガ ラス
ブ ロー チ を室 温 まで 除冷 します。
室 温 まで徐 々 に冷 えた ガ ラス プ
ロー チ を除冷 マ ッ トよ り取 り出 し、
接 着 剤 ・ア ロ ン アル フ ァー を裏 面
の 平 らな 所 に塗 り、 ス トラ ップ を
取 り付 け る と完 成 で す 。(左 下写
真)
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ガ ラス プ ロー チ にス トラ ップ の取 り付 け
ガ ラスブ ロー チ にス トラ ップ付 き完 成
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